
　平成27年度から3年間の計画で始まった「日本における次世代対応型教育
モデルの研究開発」は，本年3月に無事終了し，同年4月より，新プロジェク
ト「次世代型コンピテンシー育成のための教育方法開発とその国内外への発信」
（文部科学省機能強化経費事業）が始まりました。
　本プロジェクトでは，コンピテンシー育成を目指す授業を実際に行うための
情報（手立てや評価等）を明らかにし，同時に外部に発信しようとするもので，
組織もこれまでの3部門制から，必要な情報を集める「育成部門」とその情

報の効果的な発信と効果検証を目的とした「発信部門」の2部門制に改めま
した。また，これに伴い，鎌田正裕教授がプロジェクトリーダーを務め，前プ
ロジェクトリーダーの岸学特命教授がプロジェクトマネージャーを担当します。
　今回はプロジェクトの更なる発展を目指し，小学校・中学校の英語を研究
対象教科に加えることを検討するとともに，東大のISN（Innovative Schools 
Network）と連携を深めて研究を進めていく予定です。本プロジェクトへのご
理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

プロジェクトの今後の展開に向けてINFORMATION

　2018年5月21日，東京学芸大学（20周年記念飯島同窓会館）にて，
Bridgewater State Universityと学芸大学との短期交換留学プログラムの
一環として柄本健太郎講師が講義を行いました。
　講義は「Lecture4 
“Future Education in 
Japan”」と題し，機構
のこれまでの研究結果・
OECD・次期学習指導
要領の枠組み・小学校体
育の事例映像等が40分
ほど紹介され，質疑応
答では引率のDr.Karen 
R i c h a r d s o n 先生，
Dr.Deborah Sheehy先
生を含め，BSU生，学
大生の間でやりとりがな
されました。
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短期交換留学プログラムにて講義
を行いました

　2018年5月14日から16日まで，フランス（パリ）のOECD本部にて，
第7回Informal Working Group会議(以下IWG会議)が開催されました。
IWG会議は，OECDの「The future of education and skills Education 
2030事業」の進捗と成果を集約，共有し，各国代表者による議論を行う
場として2015年から開催されています。機構は毎回，傍聴もしくは現地
にて直接参加し，第4回以降は成果が継続して発表されています。

　第7回では，機構から柄本健太郎
講師が出席し，初日のワークショッ
プにて発表を行いました。発表内容
は，東京学芸大学附属大泉小学校の
松井直樹教諭による体育の授業実践
映像（解説字幕，分析担当：鈴木聡
准教授）についてで，教育の具体例
の発信方法に関して参加者の間で活
発な議論が行われました。今後も資
質・能力の全体像の国際的議論に積
極的に参加していく見込みです。

NEWS
2018.5.14-16

国際会議にて成果が発表されました

SCHLEICHER（アンドレアス・シュ
ライヒャー）氏〔経済協力開発機構
（OECD）教育・スキル局長〕による
特別講演「Preparing Students for 
Their Future, Not Our Past」では，
世界の教育改革の動向やOECDの
EDU2030事業の現況，PISA調査の
国際比較を通して最新の知見と示唆
を得ることができ，日本の子どもた
ちの資質・能力の育成について広い視野から考えるよい機会となりました。
　会の後半では，鎌田正裕教授司会による「21世紀のコンピテンシーを育
成するための指導・学習・評価のあり方とは?」をテーマにした全体討論
（登壇者：田熊美保氏〔OECDシニアアナリスト〕，奈須正裕氏〔上智大学
教授〕，平本正則氏〔横浜市立仲尾台中学校長〕及び，先述の西岡加名恵
氏）を行いました。討論者より，コンテンツ・ベースからコンピテンシー・
ベースへ学習論が移行・拡張する中での課題や，授業実践例とパフォーマ
ンス課題との関連性，現職教員の大量退職・採用後の教育課題，OECDの
EDU2030事業との共同研究の意義
などの視点から有意義なコメントを
いただきました。シンポジウムの参
加者からは，新学習指導要領の実施
を想定した励ましや要望，新たな展
開への期待等のご意見・ご感想をい
ただきました。お礼申し上げます。（文
中の所属・職名は当時のもの）

　2018年3月10日（土），東京・一
橋講堂において第2回東京学芸大学
次世代教育研究推進機構（NGE）シン
ポジウム「21世紀のコンピテンシー
を育成するための指導・学習・評価
のあり方とは? －OECDとの協働に
よる指導・学習モデルと新しい評価
方法の実際－」が開かれました。出
口利定学長の開会挨拶の後，NGE各部門の研究成果が報告されました。
　そして，西岡加名恵氏〔京都大学大学院教授：教育評価〕による講演
「これからの評価のあり方を提案する」では，多様な評価方法やパフォー
マンス評価の意義，パフォーマンス課題とルーブリックの作り方，「本質
的な問い」と「永続的な理解」の問題，カリキュラムの「逆向き設計」論
など，これから鍵となる視点を示していただきました。続いて，Andreas 

NEWS
2018.3.10

第2回NGEシンポジウムを開催し
ました

開会の挨拶をする出口学長開会の挨拶をする出口学長

講演をする西岡教授講演をする西岡教授

講義を行う柄本講師講義を行う柄本講師第7回IWG会議（パリ）の会議場の様子第7回IWG会議（パリ）の会議場の様子

記念講演をするシュライヒャー局長記念講演をするシュライヒャー局長 ディスカッションの様子ディスカッションの様子
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　（1）2018年3月9日15：00よ り，KKRホ テ ル 東 京 会 議 室 に て，
OECDシニアアナリスト田熊美保氏とNGEスタッフ８名との間で，東京学
芸大学・ISNの間の協働研究の進め方，OECDとの契約のあり方などにつ
いて意見交換を行いました。特に，学芸大学が実施してきたこれまでの授
業映像分析や映像配信システム21CoDOMoSについて，ISNと協働してど
のように展開するのかが論点となりました。
　（2）2018年4月5日16：00より文部科学省にて次世代Projectの今
後の進め方に関する話し合いを行いました。文部科学省出席者は，白井俊
初等中等教育局教育課程企画室長，堀尾多香大臣官房国際課課長補佐，鶴
岡泰二郎国際課国際機関係長，学芸大出席者は鎌田正裕Project Leader, 
岸学Project Manager, 柄本健太郎講師，鈴木悦夫教育インキュベーショ
ン推進担当課長でした。内容は，OECDとの間で取り交わすProposalと

Offer Letterの内容や作成作業の進め方が中心論題でした。また，ISNと
の協働研究体制についても意見交換を行いました。
　（3）2018年5月1日10：00より東京大学にて第11回ISNボード会議
が開催されました。これはISN運営を検討する代表会議で，出席者は鈴木
寛文部科学大臣補佐官，三浦浩喜福島大学理事，秋田喜代美東京大学教授，
山中伸一広島県特別参与，ISN事務局の小村俊平事務局長，太田環事務局
次長ほかでした。この会議に学芸大より鎌田正裕Project Leader，岸学
Project Managerが出席し，ボードメンバーに学芸大より1名が加わるこ
とが正式に承認されました。そして，学芸大Projectの今後の活動内容に
ついてPresentationを行いました。これにより，学芸大とISNとの協力体
制が正式にスタートしたことになります。

NEWS
2018.3.9 & 4.5 & 5.1

2018年度以降の次期Projectの体制や取組についてOECD・文部科学省・
ISN (Innovative Schools Network) との間で会合を重ねました

　次世代教育研究推進機構では，動画
配信システム：21CoDOMoS（21st 
century Competency Development 
Online Moving-image Service） を
公開中です。21CoDOMoSでは，子
ども達に知識や技能と共に未知の状
況にも対応できる汎用的スキル(思考
力・判断力・表現力等)と，よりよ
く社会・世界と関わり,よりよい人生
を送るための態度・価値(学びに向か
う力・人間性等)の育成を意図して
行われた「主体的・対話的で深い学
び」(アクティブ・ラーニング)の各
教科等の授業動画を配信し,小学校や
中学校の学校教員を初めとした教育
関係者に,子ども達のコンピテンシー

を高める授業について「学び」,「考え」,「議論する」場を提供していま
す。21CoDOMoSは，2018年3月10日に公開され，現在，20（教科数：
12，日本語字幕：14，英語字幕：6）のコンテンツが配信されており，引
き続き配信のコンテンツを増やしていきます。利用者数は既に300人を超
えており，今後，教育委員会等を通して広く多くの人に周知する予定です。

REPORT 動画配信システム：
21CoDOMoSを公開中

　次世代教育研究推進機構では，平成27年度より，東京学芸大学附属大泉
小学校と共同研究に取り組んでいます。これまでのところ，「探究科」で育む
資質・能力について，教師および児童を対象にした一連の調査を実施し，各
学年ブロックで育成すべき資質・能力の構造を提案するとともに，これらの
資質・能力の構造を踏まえた学習評価実践とその効果検証を行いました。な
お，学習評価実践は，児童の形成的評価自己評価を促す学習評価法として，
学習過程に即したルーブリックを使用した評価法を提案し，さらに，ICT機
器を用いたルーブリックの実践に取り組んでいます。今年度は，ICT機器を
用いたルーブリックの実践において，自己評価の証拠として写真や動画を児
童に蓄積させ，操作ログや操作時の語り等の学習記録データを分析し，ICT
機器を用いた新しい学習評価法の提案やその効果検証を行う予定です。

REPORT 東京学芸大学附属大泉小学校の
探究科の取り組み

　NPO法人東京学芸大子ども未来研究所の教育クリエイターに向けた
WEBマガジンCREDUON（http://creduon.jp）にて，NGEシンポジウ

NGEシンポジウムがCREDUONで紹介されましたINFORMATION

立弐分方小学校の先生方のご協力に
より検証作業をさせていただきまし
た。学級活動は5事例，児童会活動
は4事例，クラブ活動は4事例，学
校行事は3事例の分析が完成してい
ます。この分析によって，同じスタ
ンダードを用いて各活動・学校行事
を包括的に評価できることが現在到
達している成果です。

REPORT 「東京学芸大学特別活動評価スタンダード」作成と検証
　第２回次世代教育研究推進機構シンポジウムで，部門３の取り組みとし
て「特別活動」と「特別の教科道徳」の評価の発表を行いました。そこで，
「東京学芸大学特別活動評価スタンダード」「東京学芸大学特別活動評価シー
ト」，並びに評価シート簡易版を公表しました。「東京学芸大学特別活動評
価スタンダード」は，文部科学省の提示した資質・能力である，知識・技能，
思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・人間性等と，特別活動にお
いて育成を目指す視点である「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を
組み合わせて全18項目に区分したチェックリスト形式のものです。これに
もとづき，「東京学芸大学特別活動評価シート」を開発し，東京都八王子市

ムに関する山田一美教授（NGE統括教員）の記事が紹介されました。

21CoDOMoSの画面21CoDOMoSの画面

＜21CoDOMoSの詳細＞

先生・児童生徒・教室
全体の３視点から授業
を同時に見ることがで
きます。

左側の授業動画を見な
がら、授業実践者によ
る授業の解説を聞く事
ができます。

研究者・協力者の
解説やコメントです。

授業について参考になっ
た箇所に「いいね」をつ
けることができます。

板書や学習指導案を見
ることができます。

投稿欄では、授業につ
いてのコメントを投稿
し、他の先生方と議論
できます。

テロップの左上は、コン
ピテンシーのどの面に
関わっているのかを、中
央は活動内容や授業意
図を説明しています。英
語の字幕が加わる版も
あります。

先生や児童生徒の発話
そのものが字幕で表示
されるので、それぞれ
のやり取りが可視化さ
れ、分かりやすくなっ
ています。

移動ボタンで主画面が
切り替わります。

「いいね」の箇所は
タイムライン上に表示

http://www.u-gakugei.ac.jp/http://www.u-gakugei.ac.jp/
~jisedai/21CoDOMoS/index.html~jisedai/21CoDOMoS/index.html

附属大泉小学校実践附属大泉小学校実践

東京学芸大学特別活動評価シート東京学芸大学特別活動評価シート
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